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今
年

の
九
月
学
会
が
成
立
し
て
か
ら

三
ヶ
月
が
過
ぎ
た
。

こ
の
間
、
学
会
活

動

の
基
礎
作
り
が
活
発
に
行
わ
れ
て
き

た
。
会
員
の
募
集
、
賛
助
会
員
御
承
諾

の
御
願
い
、
活
動
の
大
綱
の
決
定
な
ど

事
務
局
は
よ
く
動
い
た
。
運
営
委
員
会

は
小
委
員
会
を
作

っ
て
活
動
を
始
め
、

事
業
計
画
を
た
て
て

い
る
。
編
集
委
員

会
は
和
文
誌

・
欧
文
誌
の
部
会
に
分
れ

て
検
討
を
重
ね
、
発
刊
の
手
筈
が
整

っ

て
き
た
。
学
会
の
収
入
も
大
よ
そ
の
見

通
し
が
つ
き
、
予
算
計
画
が
出
来
上
り
、

十
二
月
八
日
の
理
事
会
で
学
会
活
動

の

具
体
的
な
項
目
が
決
定
さ
れ
て
、
い
よ

い
ょ
実
際
的
な
活
動
に
入
る
こ
と
に
な

っ
た
。
各
委
員
会
や
理
事
会

の
決
定
事

項
な
ど
が
次

か
ら
次

へ
と
流
れ
て
き
て
、

事
務
局
は
寧

日
な
い
有
様

で
あ
る
。

学
会
が
成
立
し

て
こ
の
様
に
動
き
が

激
し
く
な
る
前
に
は
、

こ
う
な
る
べ
き

準
備
期
間
が
あ

っ
た
。
行
動
計
量

学

シ

ン
ポ
ジ

ゥ
ム
が
何
回
か
開
か
れ
、
多
く

の
方

々
が
集
る
う
ち
に
学
会
作
り

の
気

運
が
熟
し

て
き
た
と
思
わ
れ
る
。

正
に

柿

の
実

の
熟
し
て
落
ち

る
様
に
し

て
出

来
た
感
じ

で
あ
る
。　
一
た
び
地
に
落
ち

れ
ば
ば

っ
と
拡
が
る
。

こ
の
様
に
諸

々

の
活
動
が
生
じ

て
い
る
。

ま
た

ま
す

ま

す
多
岐
に
わ
た

っ
て
活
発
に
な
る
こ
と

が
期
待

さ
れ
る
。

学
会
が
何

の
た
め
に
あ
る
か
、
生
ず

べ
く
し

て
生
じ
た
以
上
明
ら
か
な

こ
と

で
あ
ろ
う
。

学
会
活
動
が
有
意
義
に
な

る
か
ど
う
か
は
会
員

の
皆
様

の
活
動
に

か
か

っ
て
い
る
と
思
う
。

ま
た
、
学
会

各
委
員
会

の

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

の
仕
方

に
か
か

っ
て
い
る
。

さ
て
、
実
際
的
な
会
合
と
い
う
場
合

既
存
分
野

で
言
う
各
領
域

の
方

々
が
集

っ
て
意
見
を
交
換
し
、
相
互
理
解
を
深

め
る
と

い
う
だ
け
で
は
不
十
分

で
あ
る
。

こ
れ
は
第

一
歩
に
は
違
い
な
い
が
、

こ

こ
に
止

っ
て
い
て
は
い
け
な
い
と
思
う
。

共
同
研
究
に
ま
で
進
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

各
分
野

の
人
々
が
、
本
務
と
し
て
、
　
一

つ
の
共
通
課
題

の
解
決
と
い
う
目
的

の

下
に
集
り
、
研
究
を
協
力
し

て
進
め
る

と
い
う
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

こ
の
と

き
既
得

の
遺
産
と
し

て
の
蓄
積
は
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
と
し

て
、
虚
心
に

こ
の
問
題

解
決
に
取
り
組

ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ

う
し

て
文
字
通
り
膝
付
き
合
わ
せ
て
考

え
て
ゅ
く
、

こ
の
共
同
研
究

の
場
と
し

て
、
新
し

い
方
法
論
が
生
ま
れ
て
き
て
、

し
か
も
課
題
解
決
に
対
し

て
有
用
な
も

の
と
な
ろ
う
。

こ
の
様
な
方
法
論
が
出

来

て
始
め
て
、

こ
れ
ま
で
解
明

で
き
な

か

っ
た
こ
と
が
解
明
さ
れ

て
く
る
。

こ

う
し
た

こ
と
は
既
存

の
各
分
野

に
も
有

用
な
も

の
と
し

て
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
さ

れ
て
く
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
と
思
う
。

協
力
な
く
し

て
は
生

ま
れ

て
こ
な
か

っ

た
方
法
論
、

こ
れ
が
行
動
計
算
学
と
呼

ば
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
ろ
う
。

既
存

の

方
法
論

の
単
な
る
寄
せ
集
め
を
脱
却
し

て
ゆ
か
な
け
れ
ば
進
展
は
な
い
。

以
上

の
様
な
狙
い
の
実
現
を
目
指
し

て

一
同
相
励
む
こ
と
が
大
事

で
あ
り
、

こ
れ
を
促
進
す
る
た
め
に
学
会
は
活
用

さ
れ
る
べ
き
も

の
と
思
う
。

昭
和

四
十
八
年
十
二
月
十

五
日

「
数
理
科
学
」
二
月
号

（
行
動
計

量
学
特
集
）
は
買
わ
な
い
で
下
さ

い
。
学
会
と
し
て
会
員
の
方
々
に

配
布
い
た
し
ま
す
。

日
本
行
動
計
量
学
会
の
発
足
と
そ
の

目
指
す
と
こ
ろ
と
を
広
く
知

っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
ま
た
、
和
文
機
関
紙
創

刊
ま
で
の
空
白
を
埋
め
る
た
め
に
、
雑

誌

「
数
理
科
学

」
の
二
月
号
に

「
行
動

計
量
学

」
を
特
集
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
内
容
と
し
て
は
、
本

年
九
月
の
第

一
回
行
動
計
量
学
大
会
に

お
け
る
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン

「
人
間
研
究
と
行
動
計
量
学

」
を
踏
ま

え
た
行
動
計
量
学
論
が
中
心
と
な
る
予

定
で
す
。
こ
の
号
の
発
売
予
定
は

一
月

中
旬
で
す
が
、
本
学
会
と
し
て
は
会
員

の
人
数
分
だ
け
学
会
費
用
に
よ
っ
て
買

い
受
け
、
会
員
個
々
人
に
送
付
す
る
こ

と
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
行
動
計
量
学
会
の
発
足
に
当

っ
て
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九
月
の
学
会
設
立
総
会
に
よ
っ
て
、

本
学
会
が
正
式
に
発
足
し
て
か
ら
四
ケ

月
が
経
過
し
た
。
そ
の
間
、
各
地
の
大

学
や
研
究
機
関
か
ら
の
問
い
合
せ
や
入

会
申
し
込
み
が
相
次
ぎ
、
十
二
月
十
五

日
現
在
の
入
会
者
数
は
四
三
〇
人

（学

生
会
員
六
十
二
人
を
含
む
）
と
な

っ
た

こ
れ
に
よ
っ
て
、
学
会
設
立
当
初
、
学

会
運
営
の
た
め
に
必
要
な
最
小
限
の
会

員
数
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
四
〇
〇

名

の
ラ
イ
ン
を
、
発
足
後
半
年
足
ら
ず

で
早
く
も
突
破
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ

の
調
子
で
会
員
数
の
増
加
が
続
く
な
ら

ば
、
学
会
発
足

一
周
年
に
当
る
来
年
度

の
大
会
ま
で
に
は
六
〇
〇
名
を
越
す
の

で
は
な
い
か
と
い
う
楽
観
的
な
見
方
も

事
務
局
に
は
出
は
じ
め
て
い
る
。

な
か
、
賛
助
会
員
の
数
も
、
役
員
の

方
や

一
般
会
員
の
方
の
努
力
に
よ
り
、

十
二
月
二
十
日
現
在
で
十
二
件

（計
二

十

日
）
と
順
調
に
伸
び
て
い
る
。
す
で

に
入
金
の
あ

っ
た
賛
助
会
員
は
次
の
十

社

で
あ
る
。

１
　
博
報
堂

２
．

社
会
調
査
研
究
所

み
　
市
場
調
査
社

４
　
集
計
サ
ー
ビ
ス

５
　
川
村
義
肢
株
式
会
社

６
．

精
神
技
術
研
究
所

７
　
日
立
総
合
計
画
研
究
所

８
　
政
策
科
学
研
究
所

，
　
日
本

マ
ー
ク
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ー０
　
与
論
科
学
協
会

以
　
上

今
年
度
会
計
報
告
（概
算
）

お
よ
び
来
年
度
予
算
大
綱

十
二
月
八
日
に
開
か
れ
た
第
二
回
理

事
会
に
お
い
て
林
理
事
長
よ
り
報
告
さ

れ
、
了
承
さ
れ
た
今
年
度
会
計
報
告

（
概
算
）
と
来
年
度
予
算

の
大
綱
は
、

次
の
通
り
で
あ
る
。
学
会
発
足
か
ら
日

が
浅
い
た
め
、
会
員
数
の
予
測
も
諸
経

費

の
見
込
も
余
り
精
確
な
も
の
で
は
な

い
の
で
、
ご
く
大
ざ

っ
ば
な
大
綱
が
示

さ
れ
る
に
止

っ
て
い
る
が
、
そ
の
点
に

つ
い
て
は
御
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

Λ
昭
和
四
十
八
年
度
会
計
報
告

（
概
算
）
Ｖ

ｏ
収
入
予
定

１
　
会
費

（
四
五
〇
名
）

約
八
〇
万
円

２
　
賛
助
会
費

（
四
〇
口
）

約

一
二
〇
万
円

―
計
二
〇
〇
万
円

ｏ
支
出
予
定

１
・

和
文
誌
発
行
　
　
約
四
〇
万
円

２
　
「
数
理
科
学

」
誌
配
布
約
二
〇
万
円

ζ
　
そ
の
他

（名
簿
、
会
報
、
会
合

費
、
通
信
費
、
備
品
費
等
）

約
三
五
万
円

―
計
九
五
万
円

Λ
昭
和
四
十
九
年
度
予
算

（支
出
）
大
綱
∨

ｏ
支
出
予
定

１
　
和
文
誌
発
行
　
　
約
八
〇
万
円

２
　
英
文
誌
発
行
　
　
約
六
〇
万
円

‘
　
事
務
局
費
　
　
　
約
四
〇
万
円

４
　
活
動
費

（地
方
部
会
、
月
例
会

等
）
　
　
　
　
　
　
約
二
〇
万
円

―
計
二
〇
〇
万
円

学
会
誌
創
刊
号

へ
の

論
文
投
稿
を
募
る
／

先
に
か
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、

英
文
誌

の
〆
切
夕

は
二
月
末

日
、
和

文

誌
は

一
月
二
十
日
で
す
。
奮

っ
て
御
投

稿
下
さ
い
。
詳
細
は
事
務
局
ま
で
。

の

講
習
会
開
催
準
備
進
む
／

学
会
が
主
体
と
な

っ
て
、
学
会
外
の

人
々
を
も
対
象
と
し
た
請
習
会
を
開
い

て
は
、
と
い
う
こ
と
で
現
在
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
今
考
え
ら
れ
て
い
る
の

は
、
四
月
上
旬
の
三
日
間
ぐ
ら
い
、
会

場
は
統
計
数
理
研
究
所
、
テ
ー

マ
は

「
社
会
調
査
の
方
法
①
ｌ
デ
ー
タ
収
集

に
関
す
る
方
法
論

」
と
い
う
案
で
す
。

詳
細
は
叉
後
に
ど
。

第

一
回
月
例
会
の
開
催
予
定

学
会
員
の
日
常
的
な
討
論
の
場
と
し

て
の
月
例
会
を
隔
月
に
開
く
と
い
う
こ

と
で
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
第

一
回
を

一
月
下
旬
に
開
く
は
こ
び
と
な

り
ま
し
た
。
第

一
回
は
最
初
と
い
う
こ

と
で
「
行
動
計
量
学
の
課
題

」
と
い
う

一
般
的
な
テ
ー

マ
で
お
こ
な
う
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
が
、
第
二
回
以
降
は
、

関
心
領
域
を
し
ぼ
っ
た
特
殊
的
な
テ
ー

マ
で
開
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
か
り
ま

す
。な
か
、
第

一
回
月
例
会
の
日
時
等
は

次
の
よ
う
に
予
定
し
て
お
り
蛮
す
。

日
時

。
一
月
二
十
六
日

（
土
）

Ａ
Ｍ
十
時
２

Ｐ
Ｍ
五
時

会
場

。
統
計
数
理
研
究
所

話
題
提
供
者

・
野
崎
昭
弘
氏

（
東
大

・

理
）
、
自
崎
和
夫
氏

（東
大

。
医
）
、

安
本
美
典
氏

（産
能
大
）
他
。

ヽ
ｔ
、
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「第

一
回
行
動
計
量
学
大
会
」

学
会
設
立
決
定
を
含
め
盛
会
裏
に
終
る

こ
れ
ま
で
四
回
に
ゎ
た

っ
て
開
か
れ

て
き
た

「
行
動
計
量
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

の
蓄
積
の
上
に
、
第

一
回
行
動
計
量
学

大
会
が
九
月
三
日
か
ら
六
日
ま
で
の
四

日
間
、
統
計
数
理
研
究
所
を
会
場
と
し

て
開
か
れ
た
。

昨
年

の
第
四
回
行
動
計
量
学
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
総
会
に
お
い
て
、
行
動
計
量

学
会
設
立
準
備
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、

今
大
会
ま
で
の

一
年
間
論
議
を
重
ね
た

結
果
、

「
学
会
を
設
立
す
る
の
が
望
ま

し
い
」
と
い
う
結
論
に
達
し
、
そ
の
前

提

の
下
に
今
大
会
の
総
会
に
か
い
て
学

会
設
立
趣
意
書
と
会
則
案
が
提
出
さ
れ
、

総
会
参
加
者
の
圧
倒
的
多
数
の
賛
成
に

よ

っ
て
学
会
設
立
が
正
式
に
決
定
さ
れ

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
五
十
八
名
の
設

立
準
備
委
員
だ
け
で
は
な
く
、

こ
れ
ま

で
の
四
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し

た
数
百
人
の
多
く
が
待
ち
望
ん
で
い
た

行
動
計
量
学
会
の
誕
生
が
現
実
の
も
の

と
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
大
会
は
ま
ず
、
三
隅
二
不
二
氏

一

の

「
集
団
と
組
織
に
お
け
る
指
導
性
機

一

能
測
定
の
た
め
の
概
念
提
示
と
そ
の
妥

一
当
性
に
っ
い
て
」
、
狩
野
素
朗
氏
の

「
行
動
科
学
に
お
け
る
ト
ポ

ロ
ジ
カ
ル
・

モ
デ

ル

司
グ
ラ
フ
セ
オ
リ
ー
」
と
そ
の

有
用
性

」
、
野
口
広
氏
の
「
カ
タ
ス
ト

ロ
フ
ィ
ー
理
論
に
つ
い
て
」
、
と
い
う

特
別
公
演
で
第

一
日
目
の
幕
が
開
か
れ

た
。
そ
し
て
学
会
設
立
を
決
め
た
総
会

の
後
、
林
知
己
夫
座
長
の
も
と
、

「
人

間
研
究
と
行
動
計
量
学

」
と
題
す
る
パ

ネ

ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
持
た
れ
た
。

こ
こ
で
の
発
言
者
は
、
数
理
心
理
学
か

ら
印
東
太
郎
氏

（
「
研
究
対
象
と
し
て

の
個
体

・
集
団

」
）
、
計
量
言
語
学
か

ら
野
元
菊
雄
氏

（
「
言
後
の
面
か
ら
」
）、

数
理
統
計
学
か
ら
竹
内
啓
氏

（
「
人
間

行
動
の
偶
然
性
と
確
率
モ
デ

ル
」
）
、

疫
学
か
ら
山
本
俊

一
氏

（
「
健
康
事
象

の
計
量
学

」
）
、
医
用
電
子
工
学
か
ら

大
島
正
光
氏

（
「
人
間
シ
ス
テ
ム
分
析

へ
の
道

」
）
、
電
気
工
学
か
ら
飯
島
泰

蔵
氏

（
「
認
識
論
の
立
場
か
ら
み
た
人

間
主
観
の
自
由
性

」
）
で
あ

っ
た
。

二
日
目
以
降
の

一
般
発
表
は

「
理
論

関
係

」

（
八
件
）
、

「
パ
タ
ー
ン
認
識
」

（
九
件
）
、

「
法
律

・
政
治

。
経
済
関

・
係

」

（
八
件
）
、

「
医
学
関
係

」

（
九

件
）
、

「
評
価
関
係

」

（
八
件
）
、

「
ェ
コ
ロ
ジ
ー
関
係

」

（十
件
）
の
計

◇
第

一
回
理
事
会

（九
月
三
日
）

於
　
統
計
数
理
研
究
所

出
席
者

。
理
事
九
名
、
監
事
二
名
、

事
務
局
二
名

主
要
決
定
事
項

１
　
理
事
名
簿

の
承
認
、
決
定
。

２
　
理
事
長
に
満
場

一
致
で
林
理
事
を

選
出
。

‘
　
学
会
事
務
局
を
東
京
大
学
疫
学
教

室
に
置
く
こ
と
の
承
認
、
決
定
。

４
　
編
集
委
員
会
お
よ
び
運
営
委
員
会

の
設
置
。
両
委
員
会
委
員
名
簿

の
承

認
、
決
定
。
編
集
委
員
長
に
林
理
事

長
を
、
運
営
委
員
長
に
池
田
理
事
を

決
定
。

◇
第

一
回
編
集
委
員
会

（九
月
六
日
）

於
　
統
計
数
理
研
究
所

出
席
者

・
編
集
委
員
十
六
名

主
要
決
定
事
項

１
　
編
集
委
員
名
簿
の
承
認
。

２
　
常
任
編
集
委
員
の
決
定
。

こ
　
和
文
誌
と
英
文
誌
と
を
創
刊
す
る

会
議
議
事
録
要
旨

五
十
二
件
に
上

っ
た
。
ま
た
、
参
加
者

数
も
三
〇
〇
名
を
越
え
、
学
会
設
立
記

念
大
会
に
ふ
さ
わ
し
く
盛
会
で
あ

っ
た
。

こ
と
を
決
定
。
英
文
誌
幹
事
に
印
東

大
郎
委
員
、
和
文
誌
幹
事
に
野
元
菊

雄
委
員
を
決
定
。

４
　
簡
単
な
情
報

ニ
ュ
ー
ス
、
会
報
な

ど
の
編
集
は
、
事
務
局
常
任
編
集
委

員
が
担
当
す
る
こ
と
を
了
承
。

◇
第

一
回
運
営
委
員
会

（九
月
七
日
）

於
　
統
計
数
理
研
究
所

出
席
者

・
運
営
委
員
十
三
名

主
要
決
定
事
項

１
　
運
営
委
員
名
簿

の
承
認
。

２
　
運
営
委
員
会
に
三
っ
の
小
委
員
会

を
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
任
務
と
構
成
を
討
議
、
決
定
＾

‐ａｌ
　
来
年
度
大
会
実
行
小
委
員
会

―
責
任
者

・
豊
川
砧
之
委
員

Ｕ
一　
事
業
計
画
小
委
員
会

（地
方
部

会
、
月
例
会
の
開
催
、
各
種
講
習

会
、
そ
の
他
学
会
と
し
て
の
事
業

計
画
の
立
案
、
推
進
）

―
責
任
者

・
野
崎
昭
弘
委
員

に
　
情
報
収
集
小
委
員
会

（
国
内
お

よ
び
国
外
に
か
け
る
行
動
計
量
学

関
係
の
活
動
や
文
献
に
関
す
る
情

報
の
収
集
）
（次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）
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―
責
任
者

・
梶
田
叡

一
委
員

‘
　
事
務
局
員
を
従
来
の
三
名
か
ら
五

名
に
増
員
す
る
こ
と
を
承
認
。

◇
第
二
回
編
集
委
員
会

（
十
月
十
三
日
）

於
　
統
計
数
理
研
究
所

出
席
者

・
編
集
委
員
五
名

主
要
決
定
事
項

１
　
和
文
誌

の
出
版
を
引
き
受
け
て
く

れ
る
出
版
社
が
決
る
ま
で
の
つ
な
ぎ

と
し
て
、
ま
ず

「
数
理
科
学

」
二
月

号
に

「
行
動
計
量
学

」
を
特
集
し
て

も
ら
い
、
そ
れ
を
学
会
員
全
員
に
配

布
す
る
と
い
う
方
針
を
了
承
。

２
　
英
文
誌
に
つ
い
て
は
、
二
月
末
ま

で
に
原
稿
が
集
ま
る
よ
う
努
力
す
る

こ
と
、
第

一
号
は
依
頼
原
稿
を
中
心

と
し
て
編
集
す
る
こ
と

（そ
の
場
合

に
も
二
名
の
レ
フ
リ
ー
は
つ
け
る
）

な
ど
を
決
定
。

３
　
編
集
実
務
を
担
当
す
る
た
め
少
数

の
委
員
に
よ
る
英
文
誌
班
と
和
文
誌

班
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
英

文
誌
班
七
名
、
和
文
誌
班
六
名
を
指

名
。

◇
第
二
回
運
営
委
員
会

（十
月
二
十
二

日
）
　
　
　
於
　
統
計
数
理
研
究
所

出
席
者

・
運
営
委
員
十
五
名

主
要
決
定
事
項

。
各
小
委
員
会
か
ら

報
告
さ
れ
た
事
項
に
っ
い
て
検
討

し
た
結
果
、
以
下
の
諸
点
を
了
承
。

１
　
来
年
度
大
会
実
行
小
委
員
会
関
係

‐ａ
　
来
年
度
大
会
は
八
月
下
旬

（夏

休
み
中
）
統
計
数
理
研
究
所
で
行

う
予
定
。

２
　
事
業
計
画
小
委
員
会
関
係

【囲
一　
地
方
部
会
の
設
置
に
つ
い
て
は

な
か
検
討
を
続
け
る
。

一Ｕ
一　
月
例
会
は
研
究
発
表
お
よ
び
討

論
の
場
と
し
、
参
加
者
は
会
員
か

よ
び

一
般
参
加
者
と
す
る
。
第

一

回
は
来
年

一
月
、
以
後
隔
月
開
催

を
目
標
と
す
る
。

一‐ｃ‐
　
講
習
会
開
催
は
年
二
回
ぐ
ら
い

と
す
る
。

こ
　
情
報
収
集
小
委
員
会
関
係

Ｕ
　
行
動
計
量
学
に
関
連
し
た
文
献

の
リ
ス
ト

●
ア
ッ
プ
に
力
を
入
れ

る
。
こ
の
た
め
に
ま
ず
、
関
連
す

る
内
外
定
期
刊
行
物
の
リ
ス
ト
作

成
を
急
ぐ
こ
と
に
す
る
。

◇
第
二
回
編
集
委
員
会

（十

一
月
六
日
）

於
　
統
計
数
理
研
究
所

出
席
者

・
編
集
委
員
十
八
名

主
要
決
定
事
項

１
　
英
文
誌
原
稿
執
筆
要
項
の
決
定
。

２
．

英
文
誌
創
刊
号
は
来
年
度
大
会
ま

で
に
、
和
文
誌
創
刊
号
は
今
年
度
中

に
刊
行
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と

を
確
認
。

◇
第
二
回
理
事
会

（十
二
月
八
日
）

於
　
統
計
数
理
研
究
所

出
席
者

。
理
事
六
名
、
監
事

一
名
、

事
務
局
三
名

主
要
決
定
事
項

１
　
会
務
報
告
、
会
計
報
告
の
承
認
。

２
　
編
集
委
員
十
三
名
増
員
、
運
営
委

員
八
名
増
員
を
承
認
、
決
定
。

◇
第
三
回
運
営
委
員
会

（十
二
月
十
日
）

於
　
東
京
大
学
医
学
部
三
号
館

出
席
者

。
運
営
委
員
九
名

主
要
決
定
事
項

１
・

来
年
度
大
会
に
関
す
る
開
催

編

集

後

記

学
会
が
発
足
し
て
未
だ
半
年
足
ら
ず

で
は
あ
る
が
、
順
調
に
会
員
数
も
伸
び

財
政
的
基
盤
も
今
後
の
活
動
計
画
も

一

応
の
見
通
し
が
つ
い
た
と
い
う
の
が
現

状
で
あ
る
。

こ
の
会
報
で
は
、
学
会
設

立
か
ら
今
日
に
至
る
動
き
を
詳
細
に
会

員
諸
氏
に
お
伝
え
す
る
と
い
う
こ
と
を

特
に
心
が
け
た
。
理
事
会
や
各
種
委
員

会
の
議
事
内
容
の
紹
介
に
大
き
く
ス
ペ

ー
ス
を
割
い
た
の
も
、
こ
の
目
的
の
た

め
で
あ
る
。

ま
た
、
現
在
計
画
中
、
あ

る
い
は
準
備
中
の
活
動
に
つ
い
て
も
出

来
る
だ
け
触
れ
る
よ
う
努
め
た
。
今
後

の
活
発
な
御
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。

新
し
い
年
を
迎
え
て
、
学
会
と
し
て

の
活
動
も
い
よ
い
よ
本
格
化
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
御
同
慶
の
至
り
で
あ
る
。

状
況
の
報
告
を
了
承
。

２
　
第

一
回
月
例
会
を

一
月
二
十
六
日

（
土
）
に
統
数
研
で
開
く
こ
と
と
、

そ
の
際
に
お
け
る
話
題
提
供
者
候
補

五
名
に
っ
い
て
了
承
。

３
　
第

一
回
講
習
会
を
四
月
に
開
催
す

る
こ
と
、

内
容
は

「
社
会
調
査

」
と

す
る
こ
と
を
了
承
。

４
　
関
連
す
る
内
外
定
期
刊
行
物
の
リ

ス
ト
作
成
に
関
す
る
具
体
案
に

っ
い

て
了
承
。

な
か
、
学
会
活
動
等
に
つ
い
て
の
御
提

案
、
御
意
見
な
ど
大
小
を
問
わ
ず
事
務

局
ま
で
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
て

あ
る
。
現
在
、
学
会
事
務
局
は
、
柳
井
晴
夫

丸
山
久
美
子
、
岩
坪
秀

一
が
三
名
を
中

心
と
し
て
、
松
原
望
、
梶
田
叡

一
が
必

要
に
応
じ
て
こ
れ
に
助
力
す
る
と
い
う

体
制
を
と

っ
て
い
る
。
何
分
五
人
と
も

に
不
慣
れ
で
あ
る
た
め
、
行
き
届
か
ぬ

点
も
多
い
こ
と
と
思
う
が
、
よ
ろ
し
く

御
鞭
撻
い
た
だ
き
た
い
。

な
か
、
学
会
費
を
直
接
送

っ
て
い
た

だ
い
た
方
に
は
、
学
会
と
し
て
の
領
収

書
を
発
行
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
会
報

の
送
付
を
も

っ
て
会
費
領
収
の
証
と
す

る
こ
と
を
御
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

（梶
田
記
）

ヽ
Ｌ
、




